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　ド欝マイト鉱！栄の鴛驚鵡紅1貰誓くからいろいろ拶二）入に，、妄〆コ、

て論／》られ，ているが，その要因は複雑であ1り，

論拠となる事実瓢乏しく，簡単には論じられない．

　ご、こで瀬シくる1，獺｛）1葛劔諺運1のド欝マイ／・鋳ゆ菜は1本蟹1にオ苓

㌧・て最初に発簾．された駿．史の誰薮・ド欝マイ　ト鉱床ではあ

るが，そ〆ノ酵叢薮鄭こつ、、ずて／よいまだ1舟定i麗勺之炎紺鱗論も、舞劃され，

ていない導

　ド鷲マイト鉱床の成因を大きくみれば，初生説（鷹接

獣藩畿糞莞・1ゲイアジ、，、ネシス）とマ憂養藍詳莞（禦繍k謬芝｛受議莞

無覇（滋1盆罵tl灘（罫yブ試ど）にラ｝1塗られる誉　鱗欝二者i））の蓼載姦覇1
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ド欝マイトージ蕪鍍渚纏コ奪のM慧と慧rの鱒鎌

馨

究では本轡顕こおける／渠撚1筆響禽慧なド讐マイトi蟹1床韓いすべて

初生的な成因を宥する堆積型ド欝マイト鉱床の範ちゅう

に1萬す澱）。ご，の鷲叢積考墾ド欝マイト尋薦蓬とずダしも藤達繋～完葦難ζし

たもぴ）ではなく，ダイアジ瓢ネシス覇）過程で交代された

ものを含み，このような鉱床が大部分である航考桑、られ

る。翻二究一暫に．女つては，，より羨棄密にクン漢難し、てこの舗爺孝）鉱床
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ド欝マイトー一瀦三ll翼．擬1辣ひM慕　と　難講疏）撃罫肇

を釜麦羨鉱（21欠1梅）ノ＝末1こ、入オL為もの懲。あるが、　奪選モの2

㌃惣灼翁鱒末（夢織水．蒙芝・1隙多　そ鐙｛憲）　とlx髪墾擁船、篇，曄墨で摯釜藩ら

美よ：額鉱鉱床にして㌧・る慕タ“イアジェネシ、ス長愚程瓢おけ老）

ド購マイトのll成機構慧きわめて霧くの曇要素虞簡むので

1魂の、機会に、，筆燕1｛にしたレ・と考嚢』ぐ㌧・るカζ，　ここ二では藻鷹1

・における火1、li活動と密接な関係を有ずると考、。て㌧・る二

とのみを述べて、おく。

　l／驚；来i饗《〉高剣ζ由はその饗寺葬義叛薩慧犬から1撫で繕をま襲琵各～二

乳－，石喫糞、彰！翼慧する熱劇讐1酵代鉱床雄重鵡説漆嬉力

であった貸これ重顧つ霧…達．熱 弩の麟1内では7K穫菰費勺に烹レ新麟

穣W…＄鷺系うに近い獄どM霧○　諜ぎ量が高く，断懸か

ら遠ざかるほど難置鍔○カ｛1猛隅ぐし驚　ついに漣よ二猶漕応嚢に移

イ慕する乏発象に馨熱’づいて秘・る軽！959奪三5月謄」’橋博i誇は擁慧飯こ

｛．1曙坑内のノ．卜断層に議！め鋭詞・乏、る粘1急を研究し，これが

3（感のx線回撫藏購す奪）惣醐嚇土で，M翼緑泥
塚三1…澱ン冊り瀞ン隈β　疑1墾瑚凝’愈騒壕鷺勿で羅ξ〉ることを1場ら

ゑ誌二し、≠二軽　乙¢軽匙の凝嶽雛携碧／憲擁愛／墨で1礁譲麟丈輯三と訴雰なさ

オ駕、る鋤1麟鳥こ薪）訴みみマ・泳ごさオゼて』・る瀞

　隠一玩が「本　馨ぐ熱水挫と考える理由の…ゆつである§

　ご．瀬、に』対し！ぐ塞鐸．デらが堆稚雛魔とす蓉謙鷺黙を要離二｝す象撫

誰く、α）1毯タ甲だ麦》る襲

　め　垂蕪驚ミの縫鱗幾0垂ノ1襟）にピ黛』・てキよ三　霧へらの葦1毒1麟譲i＿ξ

およびt三1鉄嚢涛鑑、麺脳狩一リングの繕果では一般に娼訂

雛三と鳥・わ才uて西・なド欝マイト｛三r鋸末と嚢似’ずる、縣が．多秘＼難

1灘つ高鉱山坑〆箏において講芦霧1ミこ近1い塗第ランに議、藻量諭三　｛を藤嚢

する憂 桑は／窮鷺麟轍ξ1｝P通り驚辮、／妻罰、によって灘雛が軒ミ

枚して垂磁に鶯い状態になゲξいる詫こめである恥すなわ

ち憾玄穫窟蒸薪蓬二は髄ぜ聾き接　　藁・＼遠ざ治遽るに1．／たがつて笈ぎ憂疋懸蓄

・N馨喜ヒするノこダ薩　銀薫9（）が1欠蟹験こ1鐵㎜ドす憂愁ものと二．厚惹

ら才置’る無

　2）　照慧藻餐銭跡で麦〉る池付近の重患籔葦黄藩戦ときボ評一り7グ

によ葛窪状図からも／灘、ヰ，床であることが勝かがわれ，

また葦、鼠質の1新欝資灘も／，慈犬に薙饗羅なく脅琴迂鷺できるΦ

　3）獺／旗野、窃．下におけ蘇誇蔭の離凱織は，一般に堆讐維

購疑　滋簡．するものと1溝季羨に，　 粒凝）7罫i灘1瞭なもの渉ζ多く委

寒材督容1夜寿ら離葦出／．「〆ゐ二と・瀦悩〉才㌧為講．締露家・みられ煎濃㌧・“ ・丁…

1投に禦琴水葎籍凝に、よるド鷺マイトイヒ／乍lll　l　l騰㌘物の

化賛1暮叢ゴ痒なうこと漆ζ　いがヲここ窪　　畔　　ζうな聯蒙

もみ．らオ気墳試v嘱

　の従来か曝矯溝～二共剛1麟一ど行ノ　「い馴濃マ

ぜト中の微黛威静ンの憂箒．勤は鰭率臨ド欝マイトの線　こプ

爲・身　ト、峯才L，る韓

　5〉　い才声る畏燭期翻i．は幡壷邦では重麟蒙1臨，購露よび〆i

　　3牽に壕、ぎつΨ、．発、発され．て隔・る群　このことゑ“三）（沿・み㌧・

え／、辱i渤は熱水盤分再能性がプくきい群しかし轄鐵に

おける産蘂叢はノ選・舞サ1層を充重薦し筆明らか！こ譲←雛蒙生成後の懸ll

物であり，　ド鴛マイト鉱床の成灘と：は別に考えられプ

れ，ばならない灘いずれにし』邊　隔期うξ磁：ヒ齢煮t去虜ζぱド欝

マイト鋳二難ミの！瓢1とは禮達紹業詔系がないと鍛蹴照る撫むし）

r本鉱！物の主要護文家ンの一つであゐ敷王藤1〉を母1本のド驚マイ

　トに求めるのが1契、糞であ1翻剛考えていゐ箒

㌘．緒　　語

灘，潮体の鉢醤イト鋭こ嚇，1趨帯と外帯の騨灘都発達

／ノているが，瓦州において縁磨！二の騨遡蔵ll潜にゲ簸叙1してい

る。

　一鴫貨貞勺傾向とt．、て内礁葦）鉱床葦霧隼例えば栃擁嘆・葛・1鑑鉱

／．嶺黙，岐蓋，1、県下の鉱／欝．羊等は規模が大きく，贔質慶

している、、これに1対してタト帯のものは熟1国・六、州を通じ

て多くヂ）鉱床が有｛解一）が，側々の鉱床は規模は小さく

地．響構造が複雑でうるためじ犠質が安定／．，ない特徴を有し

留ぐ叉ゼ・る導

　繭げ旧野…識．遡辱載は九州の内善1益に爵る享1焦一一の窄麺テ華試1で弓・1艶

漂て聾よある搬慧簿常艶によくまとまった　輩鷺であ輸。二籍鑑区

、勤雛南葎璽麟労蔦ノ影醗・業讐田・平麓玉欝・鷲寵ノ欝講寒告、1叢1、乳農導は

蔦≧ （1警騨）



ド讐マイト鉱床があ9，こ、の鉱床が内帯の懸廼端の塗、（フ。）

と、懲われるむ
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fすと考肉．窮、1）れ，斎導

、鳳、、こでは

断面図紅みられ蒸）、め聡脚鹸糠の｝線付鶯，すな

わち．i血盤の讃灰嚢に玉、鷺い部分を採掘している欝特に下段

鱗二で妾ま際1灰1薫欝；）境界すれす罐Lむこ採掘さ瀬』て㌧・るむ　し，たが

・1ドぐド讐マイト鉱蓬◎よ欝胃藍懸．1に1濫すよ箏に藷響曝霧習寸謎難寒懲

ちろ孟、ノ，断鰯から束鱗1へ離れた坑内の蔽1》でも発達しノて

いる織、のと考え／｝）れる壽今後は坑内から垂慮に毒ぐ一リン

グを《行ない，ド饗マイト鉱床の摩みを確かめるご、とも有

・細・　陣姦　鍵　扇

　　　　　　　　　　　てボ・一一尋ングに，レ）て鉱床淋確か

められていゐとご．ろから，さらにその築鮒Fびボーリング

を行なレ・鉱床の広が1りを蕪鼠かめる鵜．とがゴ必要こである導

　本癒．liは供給先へ薪）地理的毒製件が恵まれて』・恐ことか

　　　　　　　　　　　　　　（／l器和綴牟8月拶！縫）
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　　　　　図版1　四つ高鉱山ドロマイトとその顕微鏡写真
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全領域における表面波の発達。Location番号は板の端からの距離（単位mm）を示す。各成分の間隔は10mm。

　左側：厚い部分から薄い部分へ。震源60mm。　右側：薄い部分から厚い部分へ。震源340mm。
Development　of　surface　wave　along　the　entire　region．Location　number　shows　the　distance

（unit，mm）from　tho　en（1point　of　the　plate．Each　trace　is　taken　by　IO　mm　spacing。

　　　　　　　　　　Left　side：From　thick　to　thin，source　at60mm。

　　　　　　　　　　Right　side；From　thin　to　thick，sourcc　at340mm。
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高木の方法（1956）による横波速度の測定。受振子をA，B点に置く。矢印は横波の到達を示す。

Velocity　measurement　of　shear　wave　by　Takagi’s　method（1956）。A　receiver

　　wasput飢AandB。Thearrowindicatesthearrivalofshearwave．
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図版3 表面波の対称性の試験。震源および受振点を図のように置くと対称性表面波のみ発達し，反対称性表面波は発生しない。
Test　of　symmetric　property　of　the　surface　wave　source　and　receiver　are　put　as　shown

　　in　the五gure．Symmctric　mode　developes　and　anti－symmetric　mode　disappears。
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　　　図版4Location180～220におけるM’1，M2波の記録。各成分の間隔は5mm。
　　　　　　　　　左側：源340mm，薄→厚。右側1源60mm，厚→薄
MI　and　M2modes　at　Location180～220。Each　trace　was　takcn　by5mm　spacing．
　　　　　　　　　Left　side：Source　at340mm，from　thin　to　thick

　　　　　　　　　Right　side：Source　at60mm，from　thick　to　thi皿
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　図版5　図版4と同じ受振点におけるルf1波の引伸した記録。山谷位相の到達時刻読取りのためのもので，

　　　　　時間目盛（小さなピップ）は1μs目盛である。

Enlarged　record　of　MI　mode　at　the　same　location　of　photo　by4for　the　reading　of　arrivaI

　　　　　　　timo　of　oach　poak　and　through．Timc　mark（small　pip）is1μs．
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　　図版6　図版4と同じ受振点におけるルf2波の引伸した記録。山谷位相の到達時刻読取のためのもので，

　　　　　　　　　　　　　　時間目盛（小さなピップ）は1μs目盛である。

Enlarged　record　of　M’2mode　at　the　same　location　of　photo　by4for　the　rea（1ing　of　arrival

　　　　　　　　time　of　each　peak　an（1through。Time　mark（small　pip）is1μs．




